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英 語科 授業案(公開授業 n ) 
授 業 者 田 中 裕 史

1 日 時 平成 29 年 1 1 月 9 日 ( 木 ) 1 1 : 1 0 "-' 1 2 : 00 

2 学 級 3 年 B 組 ( 男 子 1 8 名 女 子 2 1 名 計 39 名 )

3 単 元 名 Japanese Culture 
4 単 元 目 標

( 1 ) 各 要 素 と 単 元 目 標 の 関 連

意 識 し た 要 素 単 元 目 標
[ 要 素 B 】 - 日 本 文 化 に つ い て 自 分 の 言 葉 で 説 明 す

日 本 文 化 の 説 明 ， 日 本 文 化 に 対 す る 思 い や 経 る こ と が で き る 。

験 を 言 っ た り 書 い た り し て 相 手 に 伝 え る 力 ( 外 国 語 表 現 の 能 力 )

自 己 を 振 り 返 る 力

で き る だ け 平 易 な 英 語 を 用 い て 表 現 す る 力

[ 要 素 C 】
- 身 振 り 手 振 り ， 知 っ て い る 語句 や 表 現

イ ン タ ラ ク シ ョ ン ( 対 話 ) 等 の ス ト ラ テ ジ ー
を う ま く 利 用 し て 自 分 の 考 え な ど を

( 方 略 ) を 使 お う と す る 態 度
話 し て い る 。

異 文 化 に つ い て そ の 差 異 を 認 め ， 積 極 的 に 理
( コ ミ ュニケーシ ョ ンへ の 関 心 ・ 意 欲 ・ 態 度 )

解 し よ う と す る 態 度

( 2 ) 要 素 育 成 の 判 断 基 準 ( 特 に 意 識 し た も の )

【 要 素 B ] 日 本 文 化 の 説 明 や 日 本 文 化 に 対 す る 思 い や経 験 を 言 っ た り 書 い た り し て 相 手 に

伝 え る 力

検 証 方 法 : 追 究 用 紙

3 
日 本 文 化 に つ い て ， 相 手 に 状 況 や 様 子 が は っ き り と 伝 わ る よ う に ， ま と ま り の あ る

英 文 で 説 明 す る こ と が で き る 。

2 
日 本 文 化 に つ い て ， あ る 程度 相 手 に 状 況 や 様 子 が 伝 わ る よ う に ， ま と ま り の あ る 英

文 で 説 明 す る こ と が で き る 。

1 
日 本 文 化 に つ い て ， 相 手 に 状 況 や 様 子 が 伝 わ る よ う に ， ま と ま り の あ る 英 文 で 説 明

す る こ と が で き な い 。

[ 要 素 c ] イ ン タ ラ ク シ ョ ン ( 対 話 ) 等 の ス ト ラ テ ジ ー ( 方 略 ) を 使 お う と す る 態 度

検 証 方 法 : 行 動 観 察

身 振 り 手 振 り ， 知 っ て い る 語句 や 表 現 を う ま く 利 用 し て 自 分 の 考 え な ど を 話 し て い

2 る 。

相 手 に 聞 き 返 す な ど し て ， 言 わ れ た こ と を 確認 し な が ら 聞 き 続 け て い る 。

1 
自 分 の 考 え を 話 そ う と し な い 。

相 手 の 話 を 聞 こ う と し て い な い 。

5 単 元 に つ い て

( 1 ) 教 科 テ ー マ と 単 元 と の 関 わ り

英 語科 で 育 て た い 生 徒 像 は ， I 英 語 を 使 っ て 自 己 の 思 い や 考 え を 正 し く 伝 え 合 う こ と

が で き ， 自 律 的 に 学 習 に 取 り 組 む 生 徒 」 で あ る 。 そ の た め に 英 語科 で 一 番 大 事 に し て い

る こ と ， 英 語 学 習 の 土 台 に な る も の は ， 態 度 面 で あ る 。 生 徒 に は ， 積 極 的 に 会 話 を す る

こ と で ， 楽 し み な が ら ， 英 語 を 身 に 付 け て も ら い た い と 考 え て い る 。 ま ず は ， 間 違 い を
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恐 れ ず ， 積 極 的 に 英 語 を 使 う 態 度 を 養 っ て し 、 く 。

そ の 次 に 大 切 に な る の が ， 語葉や ， 文 法事 項 で あ る 。 生 徒 は 語 い や 文 法 事 項 を あ る 程

度 身 に 付 け て い る 。 し か し ， そ れ ら を 知 識 と し て 知 っ て い る だ け で は 意 味 が な い 。 実 際

に 自 分 が 表 現 す る 中 で ， 使 え る 知 識 と し て 身 に 付 け さ せ ， 強 固 な も の に し て い く 。

態 度 や 語葉 ， 文 法 事 項 を ベ ー ス に し て ， 最 終 的 に 相 手 に 自 分 の 思 い を 伝 え る 力 や 自 己

を 振 り 返 る 力 を 育成 し て い き た い と 考 え る 。 自 分 が 伝 え た い こ と を 伝 え ら れ る 力 が 付 く

こ と で ， さ ら に 英 語 を 身 に 付 け よ う と す る 態 度 が 高 ま り ， 必 要 な 文 法 事 項 が 身 に 付 き ， よ

り 高 度 な 表 現 が で き る よ う に な る と 考 え る 。 こ の よ う な ス パ イ ラ ル を 繰 り 返す こ と で ，

自 律 的 に 学 習 に 取 り 組 む こ と へ と つ な が っ て い く こ と を 期 待 す る 。

今 年 度 は ， 流 暢 さ を 保 ち な が ら ， 適 切 さ ・ 妥 当 性 を 高 め る た め の 方 策 を 模 索 し て い き

た い と 考 え ， 教科 テ ー マ を í fluency と adequacy の 両 立 を め ざ し た 授 業 開 発 '"'-' Speak i ng

の 力 を 高 め る た め に 」 と し た 。 l 学 期 の 「 く さ び 単 元 」 で は ， “ Imag i nary Exp e r i ence " 

に 取 り 組 ん だ 。 そ の 取 り 組 み の 中 で ， 生 徒 は ， í 流 暢 に 話す こ と が で き る 一 方 ， 相 手 に

伝 わ る 言 い 方 が で き て い な い こ と が あ る 」 こ と が 明 ら か に な っ た 。

次 期 学 習 指 導 要領 解 説 「 や り と り 」 の 中 に ， í 事 実 や 自 分 の 考 え ， 気 持 ち な ど を 整 理

し ， 簡 単 な 語句 や 文 を 用 い て 伝 え た り ， 相 手 か ら の 質 問 に 答 え た り す る こ と が で き る よ

う に す る 」 と い う 一 文 が あ る 。 そ の 中 の 「 整 理 」 す る と は ， 聞 き 手 が 理解 し や す い よ う

に 伝 え る 項 目 を 精選 し た り 適 切 な 順 序 に 並 べ 替 え た り す る な ど ， 話 す 内 容 を ま と め ， コ

ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 見 通 し を 立 て る こ と を 意 味 し て い る 。

ま た ， 同 じ く 解 説 の 「 発 表 J の 中 に は ， í 日 常 的 な 話題 に つ い て ， 事 実 や 自 分 の 考 え ，

気 持 ち な ど を 整 理 し ， 簡 単 な 語句 や 文 を 用 い て ま と ま り の あ る 内 容 を 話 す こ と が で き る

よ う に す る 」 と あ る 。 こ こ に も 「 整 理 」 す る と い う 言葉 が 示 さ れ て い る 。 こ れ は 「 伝 え

た い 内 容 や 順 序 ， 聞 き 手 に 分 か り や す い 展 開 や構成 な ど を 考 え た り ， 事 実 と 考 え を 分 け

て 整 理 し た り す る 」 こ と を 意 味 し て い る 。

こ れ ら の こ と か ら も わ か る と お り ， コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に お い て は ， í 思 い や 考 え が

相 手 に 伝 わ る 」 こ と が 大 事 な の で あ る 。 流 暢 さ だ け で は な く ， 相 手 に 適 切 に 伝 わ る こ と

が 必 要 で あ る 。 そ こ で 本 単 元 で は ， オ ー ス ト ラ リ ア か ら 来 て い る イ ン タ ー ン シ ッ プ 生 に

自 分 が 考 え る 日 本文 化 を 伝 え る こ と を 最 終 目 標 と し て 授 業 を 展 開 し て い く 。 単 元 を 通 し

て ， 即 興 で 流 暢 に 話す 力 を 伸 ば し た り ， 仲 間 と 英 文 を 練 り 合 う 中 で ， よ り 相 手 に 伝 わ る

英 文 を 作 ら せ た り し た い 。 ま ず は ， 即 興 で 話 す 力 を 高 め る た め に ， 日 本 文 化 に 関 す る 写

真 を 見 せ ， そ の 状 況 や ， 自 分 の 経 験 に つ い て 話 を さ せ ， 会 話 へ と つ な げ て い く 。 次 に ，

実 際 に 外 国 人 向 け に 書 かれ た 日 本 文 化 の 紹 介 文 を 読 み ， ど の よ う に 書 か れ て い る か を 確

認 す る 。 自 分 の 文 章 と 比 べ る こ と で ， ど の よ う に 書 け ば相 手 に 伝 わ る の か を 確 認 さ せ た

い 。 数 回 繰 り 返 す 中 で ， ど う し た ら 意 図 し た こ と が 伝 わ る の か 考 え て い く 。 そ の 際 に ，

イ ン タ ー ン シ ッ プ 生 に も 入 っ て も ら い ， ア ド バ イ ス を も ら う こ と に す る 。 ま た ， 話 し た

内 容 を 文 字 に 書 き 出 す こ と で 自 分 の 間 違 い を 発 見 さ せ た り ， よ り よ い 表 現 に 書 き 直 さ せ

た り し た い 。

日 本 文化 に 対 す る イ メ ー ジ が わ い た と こ ろ で ， “This is J apan" と い う テ ー マ で 写真 を

準備 さ せ ， 生 徒 個 々 が 感 じ て い る 日 本 文 化 を 紹 介す る 。 最 初 の 発 表 は 小 集 団 で お こ な い ，

発 表 者 ・ 司 会 者 ・ 聞 き 手 に 分 か れ ， そ れ ぞ れ の 役 割 を 決 め ， 即 興 的 な 会 話 へ と つ な げ て

い き た い 。 小 集 団 発 表 を し た 後 ， vo i c e  recorder を 使 っ て 録音 し た 音 声 を も と に ， よ り

伝 わ る 英 文 と な る よ う に 練 り 上 げ ， 清 書 と 写 真 の 準備 を し て ， ク ラ ス で の 発 表 を し た い 。
最 後 に ， 英 文 の 清 書 を 一 冊 の 本 に ま と め イ ン タ ー ン シ ッ プ 生 に プ レ ゼ ン ト し た い と

考 え て い る 。

本 単 元 で 意 識 し た 各 要 素 の つ な が り を 構 造化 し た も の が ， 図 1 で あ る 。
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日 本 文 化 を 知 ら な い

外 国 人 に 日 本 文 化 に

つ い て 伝 え る 力

で き る だ け 平 易

な 英 語 を 用 い て

表 現す る 力

- 音 声
・ 語 ， 連語及 び慣用 表 現
・ 文 法 事項 ( 受 け 身 ・ 関 係 代名 調 ・ 後 置修飾)

: 本 単 元 で 意 識 し た 構 造 図 】【 図 1

( 2 ) 指 導 計 画 ( 1 3 時 間 扱 い )
主 な 要 素

- 授 業 内 容0 目 標時 C 

0 1 0  

B A 

< Picture Talk First Trial 1 > 

・ あ る 日 本 文 化 に つ い て の 写真 を 見せて 自 分の知っ て い る 範囲で， そ
の写真についての紹介 をす る 。 【即興性】

・ そ の写真について， グループで会話をす る。 (経験 ・ 歴史な ど)
・ 英文を書き 出 し， 加除修正をする。 ( よ り 伝わ る 英文に)

0既習事項を用いて， 自 分の言葉で 日 本文化 を紹介す る こ と が で き る 。
(外国語表現の能力)

第 1 時

phu

 



第 2 時
第 3 時

第 4 時

第 5 時
第 6 時

第 7 時
第 8 時

第 9 時
本 時

< Picture Talk First Trial 2 > 

. 日 本文化に 関す る 英文を読む。
・ 第 1 時で、使っ た写真の説明 をす るo (voice recorder) 
. 書き 出 して加除修正をする。

0既習事項を用いて， 自 分の言葉で 日 本文化 を紹介す る こ と がで き る 。
(外国語表現の能力)

< Picture Talk Second Trial 1 > 

・ あ る 日 本 文 化 に つ い て の 写真を見せて 自 分の知っ て い る 範囲で， そ
の写真について の紹介をする。 [即興性}

・ そ の写真について， グループ。で、会話をする。 (経験 ・ 歴史な ど)
・ 英文を書き 出 し， 加除修正をす る 。 ( よ り 伝わ る 英文に)

0既習事項 を用 いて ， 自 分の言葉で 日 本文化を紹介す る こ と が で き る 。

< Picture Talk Second Trial 2 > 

. 日 本文化に関する 英文を読む。
- 第 1 時で、使っ た写真の説明 をす る。 (voi ce recorder) 
. 書き 出 し て加除修正をする。

(外国語表現の能力)

0既習事項 を用 い て ， 自 分の言葉で 日 本文化を紹介す る こ と がで き る 。
(外国語表現の能力)

< Research > 

. Let's make the list of “This Is Japan" . 

・ 紹 介 し た い 日 本文 化 を 決 め ， そ れ に つ い て の 英 文 を 書 く 。
O文構造や語法， 文法な ど に 関す る 知識を身に付 け て い る 。

(言語や文化についての知識 ・ 理解)
< Presentation > 
• Let's talk about “This Is Japan" . 

- 自 分 な り の 日 本 文 化 を 小 集 団 で 説 明 す る 。
0 自 分 が 考 え る 日 本 文化 に つ い て ， 簡 単 な 語句 や文 を 用 い て 説 明 す る

こ と が で き る 。 ( 外 国 語表 現 の 能 力 )
第 1 0 時 I < Writing & Drawing > 

第 1 1 時 | ・ 文 章 と 絵 を 準 備 す る 。

0 1 0 

0 1 0 

0 1 0 

0 1 0 

0 1 0 

• Show and Te l l で の 発 表 を 意識 し て 取 り 組 む 。 1 0 1 0
0 文構 造 や 語 法 ， 文 法 な ど に 関 す る 知 識 を 身 に 付 け て い る 。

( 言 語 や 文化 に つ い て の 知 識 ・ 理解 )
第 1 2 時 I < Show and Tell (Speech) and Reflection > 

第 1 3 時 | ・ ク ラ ス で の 発 表 会 を お こ な う 。
- 反省 と 振 り 返 り を お こ な う 。

0既習事項を用 いて， 自 分の言葉で 日 本文化を紹介す る こ と がで き る 。 1 1 0  
(外国語表現の能力)

・ 最 終原稿 を 冊子 に ま と め ， イ ン タ ー ン シ ッ プ 生 に プ レ ゼ ン ト す る

6 本 時 に つ い て

( 1 ) 授 業 名 Let's Talk About “This is Japan" ! ( 9 / 1 3 ) 
( 2 ) 目 標

自 分 が 考 え る 日 本文化 に つ い て ， 簡 単 な 語句 や 文 を 用 い て 説 明 す る こ と が で き る 。
[ 要 素 B 】 ( 外 国 語表 現 の 能 力 )

- 162 -



( 3 ) 授 業 過 程

。 評 価

All 

l 形態 ・ 時 間

. 自 由 に 移 動 し て 歌 う よ う に 指

示 し ， 明 る い 雰 囲 気 を 作 る 。

- 支援 及 び 留 意 点動活習，D.L，. ザ4

Pair  

4 

6 

目 ・ 生 徒 の 席 を ラ ン ダ ム に 移 動 す

る 。

: ・ 前 時 ま で に 使 っ た 日 本 文 化 に

関 す る 絵 を 見 せ ， そ の 絵 に つ

い て ベ ア に 語 る 。 ま た ，

o Picture T alk 

ベ ア

日に な り ，間聴聞鴨曹曹曙珊曹関田堕層圏
。白4L

 

凸しYL

 

J a p a n "  ! “This  i s  about  ta lk  

8 1 :  Ple a s e  l o o k  at t h i s  p icture . 

11
p

 

a

旧

5

m
K
2

 

S
G

 

的石川町LIふゐql積

We J a p a n e s e  oft e n  u s e  m a s k s . 

い た 後 ， 司 会 者 の 進 行 で 会 話

を 進 め る 。

h ave s ickne s s  a n d  to p r o t e c t  s ickne s s .
発 表 者

B u t ，  fr o m  my r e s e arch ， in  foreign ① 日 本 を 感 じ ら れ る 発 表 を す る o

countri e s ，  t h e y  d o n ' t  oft e n  u s e  the m . ② 聞 き 手 を 巻 き 込 む 。

That ' s  why 1 think the m a s k  i s  “This  i s  : 司 会 者

盲 ① 発 表 者 の 意 見 の 確 認 を す る 。

② 自 分 の 意 見 や 感 想、 を 言 う 。

' ③ 聞 き ずー や 発 表 者 に 話 題 を ふ る 。

聞 き 手
① 反 応 し な が ら 聞 く 。

② 司 会 者 に 促 さ れ た ら ，

意 見 や 感 想、 を 言 う 。

: ③ 発 表 者 に 質 問 し で も よ い 。

: @ 自 分 が 考 え る 日 本 文 化 に つ い

て ， 簡 単 な 語句 や 文 を 用 い て 説

明 す る こ と が で き る 。

【 要 素 B ] (外 国 語表 現 の 能 力 )

H ave you ever  u s e d  m a s k s ?  

W h e n  do you u s e  t h e m ?  

で 会 話 す る 0

・ 小 集 団 ( 4 人 組 )

本 を 感 じ ら れ る も の に つ い て

の 説 明 を す る 。

1 人 5 分 の 持 ち 時 間 と し ， 発

表 者 ・ 司 会 者 ・ 聞 き 手 に 分 か

れ る 。 発 表 者 の ス ピ ー チ を 間

M o s t  J a p a n e s e  u s e  m a s k s  w h e n  w e  

Jap an" ! 

You fe e l  J a p an 8 2 :  Thank you ， 8 1 .  
w h e n  you s e e  p e o p l e  w e aring m a s k s .  

1 often w e ar T h a t ' s  i n t e r e st in g .  

H o w  about  y o u  8 3 ?  m a s k s  in w i n t e r . 

8 3 ・ 1 have u s e d  m a s k s  b efo r e ，  b u t  1 don't  

use  m a s k s  these  d ay s .  

I t ' s  i n t e r e s t i n g  t o  know that  only 

J a p ane s e  use  m a s k s . 

D 4 :  1 don't  l ike  m a s k s  b e c a u s e  1 w e a r  

glas s e s .  

・ 役 割 を ロ ー テ ー シ ョ ン し て ，

人 繰 り 返 す 。

こ れ を 4

All 

1 0 

間四割問開田隈冨田E岡田隈悶
- 内 容 が 良 か っ た 代 表 者 が 発 表 す る 0

. 教 師 か ら の 振 り 返 り を す る 。

All 

5 
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- 自 己 評 価 表 ， ア ド バ イ ス カ ー ド ，

ん な こ と 言 い た か っ た 表 現 」 の 記 入


